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概略

演者は，日本国内における夏期のイチゴ生産量を増大させることを目的に，栽培
イチゴの1野生種系統であるFragaria chiloensis CHI-24-1を遺伝子給源に用い
て，従来とは全く異なった機能を持つイチゴ品種の育種を行なっている．本系統は，
日本の自然条件下で栽培した場合，晩秋に花芽分化し翌春にのみ開花するものの，
24時間日長処理下（自然光と日没直前から日出直後までの時間帯を白熱電球で夜
間連続照明する）で約25日間栽培した場合，頂芽や栄養繁殖体（ランナー）の先端に
花芽分化し，開花する．本育種は，この特性を栽培品種に導入するものである．すな
わち,目標とするイチゴ品種は，自然日長条件では盛んに栄養繁殖体を発生するた
め苗の増殖効率が高く，一方24時間日長条件にしてやると約25日間で確実に花芽
分化し，その後開花結実し，収穫できるものである．また，これは従来の四季成り品
種が持つ増殖効率の悪さと花芽分化過多といった欠点を根本的に解消するもので
ある．

本発表では，まずイチゴの基礎知識を紹介し，その後CHI-24-1の光周性とその遺
伝様式，関係する光受容体の究明，育種の状況について発表する．
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